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【はじめにはじめにはじめにはじめに】】】】 前回報告した縦型有機トランジスタ上に有機 ELを積層したボトムエミッション縦

型有機発光トランジスタ 1)では、Fig.1.に示すように有機ＥＬの発光が有機トランジスタに吸収さ

れてしまい発光効率低下の課題がある。本研究では、Fig.2.に示すようなトップエミッション縦型

有機発光トランジスタを勘案し、GZO透明電極を上部電極として用いたシースルー及びトップエ

ミッション有機 ELを作製した。 

【実験】【実験】【実験】【実験】 Fig.2.に作製したシースルー、トップエミッション有機 ELの素子構造を示す。素子の作

製は ITOガラス基板を用いた。発光層に Alq3、正孔輸送層にα-NPD、陽極、陰極のバッファ層

にそれぞれMoO3、Csを用いた。これらを基本構造として、反射層に Au、Ptを用いた素子を作製

した。また、GZO成膜時のダメージ低減を狙って Agを成膜した。成膜は全て真空蒸着により行

い、Ptはスパッタ成膜、GZOはイオンプレーティング法 2)にて成膜した。 

【【【【結果結果結果結果····考察考察考察考察】】】】 Fig.3.に実験結果を示す。シースルー有機 ELは発光輝度約600��/��を得ることが

出来た。また、ダークスポットのない均一な面発光を確認した。有機半導体上に酸化物半導体を

成膜することは困難であったが、イオンプレーティング法の低ダメージ成膜によってそれを可能

にしていると考えられる。また、金属反射層としては Auの方が優れている結果となった。詳細

は当日報告する予定である。 
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Fig.2. Schematic illustration of see-through & 

top-emission OLED. 

Fig.1. Schematic illustration of 

Vertical-OLET(BCBOLET).
1)

 
Fig.3. Emitting state of 

see-through OLED. 
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